
有機溶剤等健康診断結果報告書の書き方☆報告書の提出について☆
　有機溶剤健康診断については、6か月以内ごとに1回、
定期に実施しなければなりません。
　本報告書についても、6か月以内の健診の都度（1年
に2回）提出する必要があります。

《対象年》
　健康診断の実施年を記入して下さい。
（　月～　月分）には、一定期間まとめて報告する場
合の期間を記入して下さい。

（例えば、一日で対象者全員を実施させることができ
ないため、複数回に分けて実施した場合）

（報告　回目）には、当該年において報告書の提出が
何回目かを記入して下さい。

《有機溶剤業務名》
　有機溶剤業務コードは、報告書裏面の別表1から、該
当するコードを全て記入して下さい。

　具体的業務内容には、業務の内容を具体的に記入して
下さい。

《各検査項目ごとの実施者数と有所見者数》
　各検査項目ごとに「実施者数」と、所見が認められた
場合には「有所見者数」に人数を記入して下さい。
①必須記入項目
　「他覚所見」、「腎機能検査（尿中蛋白の有無の検査）」
②使用する有機溶剤の種類により実施が義務付けられて
いる項目
　「貧血検査」、「肝機能検査」、「眼底検査」
③医師が必要と認める場合に実施が必要な項目
　「腎機能検査（尿中蛋白の有無の検査を除く）」「貧血
検査」「肝機能検査」「神経内科学的検査」、「作業条件の
調査」、

《労働保険番号》
《在籍労働者数》
　報告書に記入した「健診年月日」現在の常時使用する
労働者数を記入して下さい。

《健診年月日》
　健康診断を実施した年月日を記入。
　なお、健康診断を何回かに分けて実施し、まとめて報告
する場合は最終日を記入して下さい。

《事業の種類》
　日本標準産業分類の中分類により記入

《受診労働者数》
　受診した人数を記入して下さい。

《従事労働者数》
　報告書に記入した「健診年月日」現在、有機溶剤業務
に従事している労働者数を記入して下さい。

《医師の指示人数》
　「所見のあった者の人数」のうち健康診断の結果、要精
検、要医療、治療中等、医師による指示があった者の人
数を記入して下さい。

《所見のあった者の人数》
　各検査項目（「他覚所見」を除く）に所見があった者の
人数を記入。
　また、一人の労働者が複数の検査項目に所見があっ
た場合は、一人として数えて下さい。

※有所見とは
有所見とは当協会の健診では、要観察・要精検・要医療、
治療中とされた人の合計人数

《事業者職氏名》
　代表者職氏名の記入と代表者印が必要です。

《産業医》
　在籍労働者数が50人以上の事務所のみ必要です。

《代謝物の検査》
　代謝物の検査が必要な有機溶剤を使用している場合
は、報告書裏面の別表2に基づき「有機溶剤コード」「検
査コード」を記入し、各検査を受診した人数を「実施者数」
の欄に記入して下さい。

　分布については、報告書裏面の別表2の分布に従いそ
れぞれ“分布1～3”に実施者数を割り振って記入して
下さい。
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